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あらまし：歌舞伎は 17世紀から 19世紀の江戸時代における大衆娯楽だった．江戸時代の歌舞伎は，現代における

伝統芸能のような立ち位置とは異なっていた昨今における数学的モデルの方法で利用されているインターネットを

通じた SNSのトピックは江戸時代には存在しない江戸時代の人気役者の測定のために，私たちは江戸時代での唯

ーのメディアである紙媒体（浮世絵，詩，俳句，本）を使用した．このアプローチでは，傑作の評判に関して，過去の人気

俳優の研究を現在の視点からも，することが今後期待できる．

Summary: Kabuki was a popular entertainment in the Edo period in the 19th century from the 17th century. 

Kabuki in the Edo period was different from standing position as a traditional performing arts in modern. Methods 

of mathematical models in Nowadays has been selected topics in SNS through the Internet, they do not exist in 

the Edo period. In order to perform the calculation and measurement of popular artists of the Edo period, we were 

subject to publication of the paper medium is the only media at the time (Ukiyoe, poem, haiku,book) to 

there.With this approach, the study of past popular actor, with respect to the reputation of masterpiece can be 

also from the perspective of current. 
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1 . 序

”ヒッ ト現象の数理モデル”では今までSNSにおけ

るロコミの数の時系列の変化を用いて，今まで曖

昧となっていたエンターテイメン トやイベントの

評判が提示されてきた．今日では，このような推定

はプログ，facebookやTwitLer,BBS(掲示板） ，およ

び世界中の他の同様のサービスのようなソーシャ

ルネッ トワークサービス (SNS)に投稿されたコメ

ントの数を使用することによって行うことができ，

ロコミの間の相互作用はデジタルデータからみる

ことができる私たちは，SNS社会でのネットワー

ク上の動きが現実の社会の動きに非常に類似して

いると仮定する ことができた．従って，我々は現実

社会の観測データとして人間同士のコミュニケー

ションのデジタルデータを使用する ことができる．

この観測可能な膨大なデータ（いわゆる”ビッグ

データ”）を使用して，我々は社会科学への統計物

理学の手法を適用することができる本論では，こ

の手法は現代だけでなく過去にも適応可能である

と考え， 江戸時代人気のあるエンターテイメント

であった歌舞伎をテーマにした江戸時代の歌舞

伎は，現代のよ うな伝統芸能としての立ち位置と

は異なっていた．今日におけるヒッ ト現象の数理
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量からの適応から歌舞伎役者の話題が発生してい

る浮世絵• 川柳・俳諧• 小説の種数の推移から江

戸の人々の「心」にどうアプローチさせ，そのコン

テンツにおけるヒットにつなげていったかを考察

するために理論を導入した [1-3]

モデルのメソッドはインターネット上のSNSのト

ピックを選択しているが，それは，江戸時代には存

在しない計算および測定を分析するために，江戸

時代の人気アーティストに関する当時の唯一のメ

ディアである，紙媒体の出版物（浮世絵，詩，俳句，

引き札，書籍）を対象とした図1,2のように大きな

①国内・国外にある出版物（俳諧• 川柳・小説）

の調査

②現存する浮世絵のデーターベースからの調査

③美術館・博物館にある浮世絵の調査

を元に本研究を行った

出版物の題名探しと全体数の確認には文献を参考

に調査を行った.[8-11]

話題の取得方法3. のヒ゜

ークの類似性にも注目した過去の事物の人気の

考察をこのアプローチで，現在と同じ数理モデル

で解析することを期待している.[ 1-3, 7] 

事件が起きた際のドキュメント数（話題数）
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浮世絵の登場する役者が誰であり，どの作品で出

演したものか，また浮世絵には存在するが実際に出

演はしていない役者 ・舞台においても話題の 1つ

としてカウントにいれた.[10-15]

図22011年の東日本大地

康時の地震に関するブ

ログの総話題数
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ヒット現象とは，音楽や映画などのコンテンツが

受け手の支持を得ることによって，発売あるいは

公演と同時に販売数や観客動員数が爆発的に増え，

ピークを過ぎると急速に減衰していく現象のこと

である．つまり，ヒットするということは，そのコ

ンテンツが人と人の見る ・聞く・ 話すといった触

れ合いによって世間に広まっていくことである．

様々なコンテンツをヒットさせるには人々の「心」

をいかに動かすことができるかということがポイ

ントとなる．ヒット現象がおこる過程での人々の

「心」の動きをとらえ，人々の「心」にどのように

アプローチしていくかを考えることが，ヒット現

象を解析する上で重要なことである.[3]本論では

従来のロコミ情報におけるコミュニケーションの

A浮世絵の選定の仕方

浮世絵を見ながら第一文献との比較，発行物の時期

の選定，役割番付と絵本番付，も う一度文献との比

較を行った．データベースの浮世絵の場合は出演作

品や役者名・キャラクター名が明記されている場

合があるが，誤りもあるため文献とのダブルチェッ

クを行ったまた，同じ時代に出たほぼ同じ絵であ

っても版木や塗り方が異なる場合がある．その場合

はそれぞれを 1としてカウントを行ったただし，

時期推定ができない浮世絵や役者の推定ができな

い浮世絵に関しては今回は話題数のカウントから

省いた役者の確認としては顔の推定に非常に有用

であったのが三代目歌川豊国晩年の大作で元禄か

ら幕末まで 302人の役者の似顔を集成した『古今

四
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2. ヒット現象とは

「浮世絵大

「浮世絵レ

と

と

「浮世絵師列伝」

「原色浮世絵大百科事典」

俳優似顔大全』と

と事典」
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ファレンス事典」である．さらに似顔判定のサンプ

ルを増補描かれた役者はだれか，役者絵における

似顔判定に有用であった．役名の確認，登場作品の

確認と出演作品，版元の確認までクロスチェックを

1了った.[13-15]

また以下の例を考慮した．

例 1: 模様が完全に異なる場合（色の違いは 1枚

1枚刷り師の彩色の際の押しの強さが異なるため

考慮しないことと今回はした）

例2:同じ構図を使ったけれど背景が違う

（図のように朝の背景である場合と夕方の背景で

ある場合とはっきりと明確な違いが有る場合があ

る）

例3: 版元が違う，版元の認め印がない，幕府の認定

印がない場合

（無許可で出版された浮世絵が一部存在している

ため）

例4:文字情報が異なる

（デザイン自体は変わらないが記載されている文

字が違う場合）

例5: 肉筆の浮世絵に関しては 1枚 1枚が別物で

あるとカウン トを行った．

番付の選択は以下の文献から行った．各公演ごとに

いつ，誰が，どこの会場で歌舞伎の公演が行われる

かが明記された番付や贔展を対象に配布された番

付，現代でいう映画のパンフ レッ トのような役割を

果たした演目の内容が明記されてある番付などが

あったこれらが無ければ浮世絵の内容や性質を考

えることができないため必要とした.(26-33]

看板の絵，お風呂や町中広告，月一のペースでの新

作が生まれ，大当たりするとロングランでの公演

を行っていた．江戸歌舞伎の人気役者を計算をす

るにあたって，広告宣伝費に相当する入力は舞台

公演回数を元にした当時出版された番付を元デ

ータとして計測を行った [4]番付の選定は，日本

国内にある大学，図書館，美術館，博物館のデータ

ベース全点より重複省き，選定調査を目視で行っ

て数値を割り出したそして今回の数理モデルの

手法ではインターネットを通じたSNSにおける話

題を選定したが，江戸時代にはもちろんそれらは

存在しない．そこで，唯一のメディアである，紙媒

体の発行物である浮世絵• 川柳・瓦版 ・書籍を対

象とした調査対象としたデータベースは国内外

にある美術館・博物館・個人所有・図書館・大学

が所有する1849年から1855年の出版物としたこ

の時期を選んだ理由としては，人気役者の連続 ・死

（中村歌右衛門，八代目市川団十郎，坂東しうか）

によるアーティストの話題性が他のドキュメント

数と比較し，大きかったこと，死絵の流行（役者の

死に伴う浮世絵，話題の反映） があったこと，鯰絵

の流行 (18 5 0年-1855年にかけて地震が

度重なった時期でもあり，地震にまつわる話題，浮

世絵が多く出版された点）であった.[6]また川

柳・俳諧は幕末にかけて幕府批判 （国の批判）に

関する話題を弾圧されていたため，他の時期に比

ベ生活や文化にまつわるテーマの川柳が多くあり

ケーススタディをするにベストであったまた当

時最も多く出版をしていた歌川豊国III,歌川国芳

の存在である．出版数が最も過密，公演ごとに出版

する文献，俳諧などが非常にタイトなスケジュール

で出版をしていたそして．現代の日本で起きてい

る度重なる大物歌舞伎役者の死と東日本大震災な

ど比較しやすい時期であったことである.[7-11] 

4. 本手法の計算

本研究で数理的研究に用いた手法は，いわゆる回

帰分析の類いとは全く違い，石井らによって提案さ

れた[1]ヒット現象の数理モデルと呼ばれる，統計

物理学を基盤とした手法である．このヒット現象の

数理モデルは今までに映画の観客動員数[1]を初め，

地域イベント，音楽配信，AKB選抜総選挙，江戸歌

舞伎の解析の初期段階の結果など多くのエンタテ
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インメントの人気の数量的評価に応用されている

[1,2,3, 7]. 

このヒット現象の数理モデルでは，社会における

人々 1人 1人が特定のエンタテインメントに抱く

関心，興味，鑑賞意欲のようなものを数値化できる

ものとして定義し，その数値自体というよりその数

値の時系列的な変動からそのエンタテイ ンメン ト

の人気・評判を定量的に評価するものである．図 1

を見てもらいたい．休日に公園かどこかでゆった り

と新聞を読んでいた人が，近くで何かエンタテイ メ

ント的なイベントが始まったことに気付いて，ふと

そちらを見たという状況のイラストである．この時，

そのイベントに興味を持った心理とそれまでの新

聞を読んでいた状況の心理の差を本研究で用いる，

特定のエンタテインメントに対する興味• 関心と

定義する．このように定義すれば，人それぞれの性

格や嗜好，背景やそれまでの人生の歩みのような要

素は差を取る際に消去され，今着目しているエンタ

テイン メ ント自体への興味• 関心だけが取り出せ

ると考える．

= Vt) 

図 3 特定のエンタテインメントに対する興味•関

心Ht)の定義

次に，このよう な興味・意欲j!(t)がどのように高ま

っていくかを，ヒット現象の数理モデルでは， 3つ

のプロセスで考える．

(1)広告 ・宣伝による影響

(2)友人からの影響 （直接コミュニケーション）

(3)街の噂（間接コミュニケーション）

詳細はこのヒット現象の数理モデルを提案した論

文[1]を参照していただきたい．

まず，広告 ・宣伝によって直接的に人々の興味・

関心が呼び起こされる過程はイ メージとして図2

のようにテレビあるいはイ ンターネット広告など

外からの外力による影響として考え，次の項で数理

モデル化する．

I c:A位l

ここで，A(t)は広告・ 宣伝の時系列的な変化であり，

実際には広告出稿量[1]や，TV露出の秒数[3,42, 

43], を用いるが，本研究のような江戸歌舞伎やコン

サート等の場合は公演数自体[2,7,43-45]等を用い

る．

μ. 
b 図4 広告・宣伝による影響

次に直接コミュニケーショ ンは，図3にイメージを

示したよ うに他の友人からの影響であり，その友人

自身の興味 • 関心に比例して影響を受けると考え

る．さらに友人は 1人ではないので友人全部の総和

で影響を受ける と考えると，次のよう に数理モデル

化できる．

1こ丸ft((I
t 

賛 図5 直接コミュニケーション

さらに，街の噂（間接コミュニケーション）

は図4のような状況を想定して，特に知り合いでな

い2人が街角で話している話を第三者である iさ

んが小耳に挟んで興味を持つという考え方で数理

モデル化する従って，この部分は以下のよう な数

式で表されるだろう．

ここ凡ふ(r)Ut_i
'',: 

悶
j ~ ・;'.、図6 間接コミュニケーション

以上を取り纏め，さらに映画や公演などが

公開後に日が経つに連れて興味•関心が減衰して

いく項を付け加えると，以下のよう な数式が社会の

中の 1人の人 iさんについて立てられる．
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20 これが，本論文で用いるヒット現象の数理モデルの

基本となる方程式であり，社会における 1人の人の，

特定のエンタテインメントに対する興味•関心の

時間的な変動を記述するこれを社会全体の人々で 8代目市川団十郎の計算結果

- event 

, ,calculate 

------・WOM 

坂東しうかの計算結果

- EVENT 

CALCURATE 

-------DOCUMENT 
20 

私たちは現在のヒット現象も過去のヒッ ト現象

も全く同じ数理モデルでアーティストの評判を解

析することができた今回の手法では，まだまだサ

ンプル数が完全とはいいがたいという問題がある

が，本研究の試みを読んでくださった方や有志の

方からの協力を願い，新たな歴史的見解の発見へ

繋がり，世界中でも本手法の応用例が現れること

で新たな発見や創造のヒントが現れることを願っ

ている．

7代目市川海老蔵の計算結果

図 8

（平均操作の具体的式展開は論文[1]を平均すると

参照），以下のような式になる．

ぶfrl
ーと

dt 
Ll .'(t) cA(t) I Dj(r) I fJ『2代l

図9

6
0
5
0
4
0
3
0
 

ここで l(t)は社会の人々が特定のエンタテインメ

ントについて抱く平均的な興味• 関心を表し，cは

広告・宣伝の強さ，Dは直接コ ミュニケーションの

強さ，Pは間接コミュニケーションの強さ，a は興

味•関心の度合いの減数の速さの係数となってい

る．

計算結果6. 

結論

図 10

7. 

10 

当時役者評判記と いった，役者の善し悪しを

専門家が評価した本が歌舞伎が行われていた

上方（大坂・京都），江戸において出版されて

いたしかし，上演される作品の性質の違い，

役者の評判の地域差があったため，上方歌舞

伎と江戸歌舞伎のランキングは異なっていた．

そこで，上方•江戸歌舞伎のそれぞれのランキ

ングのどちらにも掲載された6人を選出を行

い， その中のドキュメント数（話題数）の比較

を行った [7]
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